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研究成果の概要（和文）：東北メディカル・メガバンク機構でのデータ分譲特に口腔のデータの分譲の時期が予
定より遅れたため、既存のコホートデータであるJAGESのデータを用いた解析により、口腔と全身の健康やそれ
に関わる社会的な影響などについて、遺伝子以外の領域の分析を行った。口腔の状況が良いことが、要介護状態
になることを防ぎ、要介護状態でいる期間も短縮できることがわかった。震災後の方々の社会経済状況が低いこ
とが歯の喪失につながること、また、医療の自己負担が免除されたときに歯科における医療が増加しており、価
格弾力性が高いこと、高齢期では咽せのある方は、肺炎でのリスクが高いことなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the effect of oral status on general health considering 
socio-economic factors using the JAGES large cohort data. We could not use the data collected 
through Tohoku-medical megabank. We found that the good condition of the oral cavity can prevent 
frail condition of older people and shorten the period of the condition needing nursing care. The 
low socioeconomic status of people after the earthquake leads to the loss of teeth, and the increase
 in medical services in dentistry when the medical co-payment exempted,the price elasticity is high.
 We also found the difficulty of swallowing were at high risk for the mortality due to aspirating 
pneumonia.

研究分野：社会医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、高齢者において口腔の状況が良く自分でよく噛めると、呼吸器疾患や脳血管障害の死亡のリスクを減
らすことがわかってきたが、今回の研究により、良い口腔機能を持つことにより、要介護状態になることを防
ぎ、要介護状態でいる期間も短縮できることがわかった。また、東日本大震災後、社会経済状況が低いことが歯
の喪失につながること、医療の自己負担免除の期間は著明に歯科における医療が増加しており、価格弾力性が高
いことなどが判明した。また国の介護予防基本チェックリストでの咽せのある方は、肺炎でのリスクが高いこと
などが明らかとなった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
循環器疾患などの全身疾患に対して口腔が与える影響に注目が集まっている。口腔や全身の健
康を規定するおもな要因として、遺伝的要因および社会的決定要因（社会経済状態や保健医療
制度など、健康を規定する社会環境要因）が相互に関連しあって健康に影響を与えることが、
近年の研究で明らかになりつつある。遺伝子と社会環境の相互作用の解明は重要な科学的課題
である。先行研究では、これらの要因を同時に考慮した研究は少ない。現在、我が国では約 30
万人（全死亡の約 4分の 1）が循環器疾患により死亡しており、循環器疾患の予防は公衆衛生
の喫緊の課題である。多くの日本人が罹患している歯周病の治療で循環器疾患のリスクを低減
できれば、その効果は大きい。本研究により、遺伝的リスクによって口腔と循環器疾患の関連
が異なることが明らかになれば、歯周病の予防や治療で循環器疾患のリスクを大きく低減させ
られる集団と、そうでない集団を分けることができ、歯周病対策を組み込んだオーダーメイド
の循環器疾患予防プログラムを確立できる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまでに蓄積された知見や疫学的研究手法に、新たに遺伝学の視点を加えた研究
を行い、遺伝子と社会的決定要因の両方向からのアプローチにより、口腔と全身の健康の関連
を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
東北大学メディカル・メガバンクの調査データを分析する。同調査では、遺伝子検査のほか、
歯科医師による口腔内診査、医師・看護師による問診および機能検査、質問紙による社会的決
定要因の調査が行われている。すなわち、遺伝情報、病気や健康状態の客観的な指標、社会的
決定要因のすべてを分析に使用できる。 
 
４．研究成果 
東北メディカル・メガバンク機構でのデータ分譲特に口腔のデータの分譲の時期が予定より遅
れたため、既存のコホートデータである JAGES のデータを用いた解析により、口腔と全身の健
康やそれに関わる社会的な影響などについて、遺伝子以外の領域の分析を行った。 
１）自分の歯が多く保たれている人は、寿命が長いだけではなく、健康寿命が長く、要介護で
いる期間が短かった。歯の健康を保つことが、健康寿命の延伸と要介護でいる期間の短縮に寄
与する可能性が示された。 
２）歯科と医科の自己負担の影響を比較すると、震災後の方々の社会経済状況が低いことが歯
の喪失につながったこと。医療費の自己負担が免除される制度が中断される直前には、医療機
関の利用が急激に増加し、自己負担免除が中断された後には医療機関の利用は減少した。これ
らの変化は、医科よりも歯科で大きく観察され、後期高齢者（自己負担原則 1割）よりも国民
健康保険加入者（自己負担原則 2‐3割）で明確に観察された。 
３）食事の際に、むせ症状がない人と比較して、むせ症状がある人では 6年間を通しての死亡
しやすさが約 1.1 倍有意に高かった。むせ症状によって平均余命が短くなるが、その短縮期間
の 12％がむせにより呼吸器疾患が増加した影響であると考えられた。これらから高齢者のむせ
症状の存在は、死亡しやすさを高めていたことがわかった。免疫力が低下してきている高齢者
では、呼吸器疾患や死亡のリスクを増やす可能性がある。 
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